
 

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
会
報
（
第
212
号
） 

 

■
木
島
平
で
農
業
し
て
み
ま
せ
ん
か 

村
で
は
関
東
在
住
者
向
け
に
市
民
農
園
を
開
園
し
て
い
ま
す
。
市
民
農
園

と
は
、
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
方
や
観
光
に
併
せ
て
農
業
体
験
し
て
み

た
い
方
が
、
週
末
な
ど
来
村
で
き
る
機
会
を
利
用
し
て
、
畑
や
水
田
を
借
り
て
、

農
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
普
段
の
世
話
は
委
託
さ

れ
た
農
家
が
行
い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
す
る
際
は
、
農
具
の
貸
し
出
し
も
行
っ

て
お
り
、
手
ぶ
ら
で
来
て
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前
予
約
に
よ
り
、
農
家
か
ら
専

門
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

令
和
３
年
度
の
募
集
は
３
月
５
日
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。
募
集
の
詳
細

は
村
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
て
２
月
下
旬
ご
ろ
掲
載
予
定
で
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
現
状
の
募
集
案
は
左
記
の
と
お
り
で
す
の
で
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。 

場
所
：
木
島
平
村
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
隣 

利
用
料
金
：
畑 

５
千
円
／
年 

 

水
田 

２
万
円
／
年 

お
問
い
合
わ
せ
：
産
業
課
商
工
観
光
係 

   

 

■
木
島
平
ス
キ
ー
場
盛
況 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
入
込
が
心
配
さ
れ
て
い
た
『
木
島
平
ス

キ
ー
場
』
で
す
が
、
１２
月
初
旬
か
ら
の
降
雪
や
リ
フ
ト
券
半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
Ｃ
Ｍ
等
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
た
こ
と
、
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
休
日
は
駐
車
場
が
満
車
に
な
る
ほ
ど
、
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
県
内
か
ら
の
日
帰
り
の
お
客
さ
ん
が
多
く
、
依
然
と
し

て
、
宿
泊
事
業
者
は
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
、

帰
村
し
づ
ら
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
対
策
実
施
の
う
え
、
会
員
の
皆

様
に
は
引
き
続
き
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ■
木
島
平
村
観
光
㈱
商
品
券 

使
用
期
限
延
長 

 

会
費
を
納
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
お
配
り
し
て
い
る
、
木
島
平
村

観
光
㈱
グ
ル
ー
プ
で
使
用
で
き
る
商
品
券
で
す
が
、
使
用
期
限
が
令
和
３
年

２
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
帰
省
で
き

ず
、
商
品
券
の
使
用
が
で
き
な
い
会
員
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
木
島
平
村
観
光
㈱
と
協
議
を
行
い
、
左
記
の
と
お
り
、
使
用
期
限
を

延
長
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

   

使
用
期
限
：
令
和
３
年
２
月
２８
日 

 

  

変
更
後
： 
令
和
４
年
２
月
２８
日 

 

令
和
３
年
２
月
15
日
発
行 

稲刈りの様子 

畑の様子 



 

私
の
住
ん
で
い
る
八
王
子
の
街
を
紹
介
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

岡
田
庸
利
（
和
栗
出
身
） 

 

木
島
平
村
の
皆
様
、
ふ
る
さ
と
応
援
団
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
！ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
猛
威
で
、
東
京
か
ら
脱
出
で
き
ま
せ
ん
。
巣
ご
も
り
し
て
い
ま

す
。 

 

私
は
昭
和
４１
年
に
八
王
子
市
に
引
越
し
て
き
ま
し
た
。 

八
王
子
市
は
、
東
京
都
の
西
部
に
あ
り
、
人
口
約
５５
万
人
で
、
東
京
都
の
市

町
村
の
中
で
一
番
大
き
い
市
で
す
。
大
学
が
沢
山
あ
り
、
学
園
都
市
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

新
宿
に
は
Ｊ
Ｒ
中
央
線
、
私
鉄
の
京
王
線
で
約
４０
分
、
横
浜
に
は
Ｊ
Ｒ
横

浜
線
で
約
１
時
間
、
高
崎
に
は
Ｊ
Ｒ
八
高
線
で
約
２
時
間
半
で
す
。
松
本
に
は
、

Ｊ
Ｒ
中
央
線
特
急
で
約
２
時
間
半
で
す
。
飯
山
駅
に
は
、
東
京
駅
か
ら
、
新
幹

線
で
約
２
時
間
で
す
。 

八
王
子
の
名
称
の
由
来
は
、
そ
の
昔
疫
病
や
農
作
物
を
守
る
神
と
さ
れ
る

牛
頭
天
皇
と
８
人
の
王
子
を
祀
る
信
仰
が
広
が
る
中
で
、
八
王
子
神
社
や
、
八

王
子
権
現
社
が
作
ら
れ
八
王
子
と
い
う
名
前
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

八
王
子
は
、
戦
国
時
代
は
城
下
町
、
江
戸
時
代
は
宿
場
町
で
し
た
。
明
治
維

新
後
は
、
生
糸
貿
易
の
中
継
地
と
し
て
、
横
浜
の
港
に
生
糸
を
運
ん
で
い
ま
し

た
。
国
道
16
号
線
は
、「
絹
の
道
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

八
王
子
市
は
大
正
６
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
、
農
産
物
、
畜
産
物
も
豊
か
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
昭
和
20
年
８
月

２
日
に
大
空
襲
に
襲
わ
れ
、
壊
滅
し
ま
し
た
。 

八
王
子
の
名
所
と
し
て
は
、
高
尾
山
、
多
摩
御
陵
（
大
正
天
皇
募
）
・
武
蔵

野
陵
（
昭
和
天
皇
募
）、
ゆ
う
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い
の
里
、
多
摩
森
林
科
学

園
、
滝
山
自
然
公
園
、
八
王
子
城
跡
、
片
倉
城
跡
、
今
熊
山
、
駒
木
野
庭
園
、

小
宮
公
園
な
ど
な
ど
自
然
豊
か
な
所
で
す
。 

 

有
名
な
童
謡
「
ゆ
う
や
け
小
や
け
で
日
が
く
れ
て
・
・
・
」
は
八
王
子
出
身

の
中
村
雨
紅
の
作
詞
で
、
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
の
発
車
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
歌
詞
の
碑
は
「
ゆ
う
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い
の
里
」
に
あ
り
ま

す
。 

 

八
王
子
は
絹
織
物
の
街
と
し
て
有
名
で
、
昔
は
蚕
を
沢
山
飼
っ
て
い
ま
し
た
。

桑
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
街
の
別
名
は
、
桑
都
（
そ
う
と
）
で
す
。 

 

八
王
子
に
は
昔
か
ら
の
花
街
が
あ
り
ま
す
。
織
物
の
街
、
着
物
の
街
と
し
て

栄
え
、
昭
和
25
年
（
1950
年
）
に
は
芸
妓
さ
ん
が
130
人
も
い
ま
し
た
。 

現
在
も
多
摩
地
区
唯
一
の
「
花
街
」
で
芸
妓
さ
ん
が
10
人
ほ
ど
い
ま
す
。 

踊
り
な
ど
の
芸
の
道
に
励
み
、
美
し
い
姿
を
披
露
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。 

木
島
平
村
の
皆
さ
ん
、
是
非
八
王
子
市
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。 

            
 

  

■
村
内
の
宿
泊
施
設
の
ご
紹
介 

この写真は枻出版社の「八王子本」から引用しました 

 

会
報
原
稿
募
集
中
！ 

【
毎
月
５
日
ま
で
に
左
記
へ
ご
送
付
く
だ
さ
い
。】 

【
送
付
先
】
〒
３
８
９ 

２
３
９
２ 

木
島
平
村
役
場
内 

ふ
る
さ
と
応
援
団
事
務
局 
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✉ 
seisaku@vill.kijimadaira.lg.jp 


